
目標２　伝統と快適性の調和した観光空間の実現

ア）歴史的遺産やまち並み景観、豊かな自然環境を良好に保全しよう
実施主体

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

世界遺産登録推進
担当

観光課

都市景観課

公園海浜課

文化財課

文化庁協議・環境整備・公有地化

・史跡鶴岡八幡宮境内　221.11㎡・580.39㎡　土地買収（1月）
・史跡永福寺跡　227.89㎡　土地買収（3月）

常盤亭跡遊歩道整備・亀ヶ谷坂測量等調査・切通管理的整備

・史跡維持管理業務委託（6月～3月）

用地取得・整備工事

・通年　指定管理

維持管理

・通年　指定管理

用地買替・樹林管理

・鎌倉海・浜ルールブックの配布（200部）
・鎌倉市海・浜パトロールの実施（随時）

22年度

・神奈川県・横浜市・鎌倉市・逗子市世界遺産登録推進委員会による推薦書案等の検討・作成（通年）
・鎌倉世界遺産登録推進協議会との協働による各種啓発事業の実施（通年）
・文化庁、神奈川県・横浜市・鎌倉市・逗子市世界遺産登録推進委員会による第３回国際専門家会議の
開催（6月）
・神奈川県知事・鎌倉市長により、文部科学大臣及び文化庁長官を訪問し、「推薦書案」の仕上げに向け
ての確実な国の支援と早期推薦の実現を要望（10月）
・神奈川県教育委員会と共催により、文化財保護ポスター事業の実施（9月～12月）
・啓発用パンフレット増刷（10月）
・神奈川県教育委員会と共催により、かながわの遺跡展・巡回展「発掘された武家の古都・鎌倉」の開催
（1月～3月）
・文化庁と神奈川県・横浜市・鎌倉市・逗子市世界遺産登録推進委員会による第４回国際専門家会議の
開催（3月）

海水浴場の開設と運営の支援

・海水浴場を７月１日から８月３１日まで開設し、安全で快適に楽しめるよう期間中の安全確保等に努め
た。
・海水浴場連絡会を行い、引き続き関係機関等と協力しながら、海水浴場の健全運営に協力を求めた。

活用手法の検討

国指定永福寺跡環境整備事業・史跡
の公有地化

・通年　庁内関連課と協議調整を行なった。

広く美しい砂浜の保全
養浜対策の要望

・養浜対策の要望（8月10日）

鎌倉海浜公園整備計画の検討

夫婦池公園の整備

庁内検討

六国見山森林公園の整備

鎌倉広町緑地の整備

「鎌倉海・浜のルールブック」の周知

・一般社団法人「ひと・まち・鎌倉ネットワーク」を県内初の景観整備機構に指定した。（指定日Ｈ23.4.1）
・景観重要建造物（景観法に基づくもの）第１号を指定した。
・景観重要建築物等（景観条例に基づくもの）第３３号を指定した。
・第４回景観づくり賞を選定し、表彰イベントを実施した。（2月）
・第１０回親子景観セミナーを実施した。（2月）
・百選ガイドブックの市内書店での販売（4月～3月）
・景観アドバイザー助言（11月）
・地下道ギャラリーの展示（6月～7月）
・景観重要建築物等への助成（4件）

・通年　樹林管理
・通年　市民団体との協働による維持管理作業
・通年　市民緑地の維持管理作業
・土地開発公社からの買替（12月）

鎌倉海･浜ルールブックの配布・仮称海浜パトロールの実施

鎌倉中央公園拡大区域（台峯）の整
備

景観協議会の運営・整備方針の検討

・景観重要公共施設連絡調整会議の開催（11月）

樹林管理／土地開発公社から買替

・通年　樹林等管理
・通年　保全配慮地区の保全施策検討
・土地開発公社からの買替（公園・緑地）（12月）
・用地取得（緑地）（12月）
・用地取得（保全）（3月）

国指定史跡の環境整備事業

実施事業

魅力ある海水浴場づくりへの支援

世界遺産登録の推進

景観重要公共施設の整備方針の検
討

景観資源の保存と活用
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目標２　伝統と快適性の調和した観光空間の実現

ア）歴史的遺産やまち並み景観、豊かな自然環境を良好に保全しよう
実施主体

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

23年度

・文化庁と４県市世界遺産登録推進委員会の協働により推薦書を作成し、国からユネスコ世界遺産セン
ターへ提出した。
・鎌倉世界遺産登録推進協議会との協働により各種啓発事業を実施した。
・神奈川県教育委員会等との共催により、世界遺産登録啓発ポスター事業を実施した。
・「武家の古都・鎌倉」啓発用パンフレットを改訂・作成しました（20,000部）。

海水浴場の開設と運営の支援

・海水浴場を7月1日から8月31日まで開設し、安全で快適に楽しめるよう期間中の安全確保等に努め
た。
・海水浴場連絡会を行い、引き続き関係機関等と協力しながら、海水浴場の健全運営に協力を求めた。

活用手法の検討

・一般社団法人「ひと・まち・鎌倉ネットワーク」を県内初の景観整備機構に指定。（４月)
・第11回親子景観セミナーを実施。（11月）
・藤沢市と連携し、景観ウォーキングを実施。（10月）
・景観重要建築物等の指定のための調査を行った。

景観協議会の運営・整備方針の検討

広く美しい砂浜の保全

・景観重要公共施設連絡調整会議の開催（11月）

庁内検討

・通年　庁内関連課（スポーツ課）と協議・調整　を行った。

樹林管理／土地開発公社から買替

・通年　樹林等管理
・H23.4月～H23.9月　保全配慮地区の保全施策検討
・H24.2月　土地開発公社からの買替（緑地）
・H24.2月　用地取得（公園）
・H24.3月　用地取得（保全）

用地取得・整備工事

・通年　指定管理（維持管理を行った）

・通年　指定管理（維持管理を行った）

用地買替・樹林管理

・通年　樹林等管理
・通年　市民団体との協働による維持管理作業
・通年　市民緑地の維持管理作業
・Ｈ23.12月　土地開発公社からの買替
・Ｈ24.3月　実施設計策定

鎌倉海･浜ルールブックの配布・仮称海浜パトロールの実施

・鎌倉海・浜ルールブックの配布（100部）
・鎌倉市海・浜パトロールの実施（随時）

鎌倉海浜公園整備計画の検討

夫婦池公園の整備

養浜対策の要望

鎌倉広町緑地の整備

・養浜対策の要望（8月10日）

文化庁協議・環境整備・公有地化

・史跡永福寺跡環境整備事業工事（その２）
・史跡北条氏常盤亭跡土地買収　18,197.40㎡（12月）
・史跡大町釈迦堂口遺跡土地買収　15,909.91㎡（3月）

博物館整備

・野村総研跡地における博物館整備について検討を行った。

「鎌倉海・浜のルールブック」の周知など

維持管理

世界遺産登録推進
担当

観光商工課

都市景観課

公園海浜課

文化財課

国指定永福寺跡環境整備事業・史跡の
公有地化

国指定史跡の環境整備事業

鎌倉中央公園拡大区域（台峯）の整備

六国見山森林公園の整備

実施事業

世界遺産登録の推進

魅力ある海水浴場づくりへの支援

景観資源の保存と活用

景観重要公共施設の整備方針の検討

53



イ）安全で快適にまち歩きできるようにしよう

実施主体

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

総務課

総合防災課

安心安全推進課

観光課

鎌倉駅周辺整備・大船駅周辺整備

・鎌倉駅周辺地区（六地蔵～裁許橋）
・歩行空間整備（薄層カラー舗装）　L=203.3ｍ　A=103㎡

支障物件移設・工事

・小町通り電線類地中化事業を実施した。

今小路・小町大路・浸水対策関連整備

・大規模住宅地（概ね３ﾍｸﾀｰﾙ以上の34団地）の舗装状況については、約半数の大規模住宅地を職員に
よる調査を行ったところ、劣化状況が著しい状況にあることが確認された。

整備手法の検討

・施設建設に向けて調査検討を行った。（4月～3月）

ＮＰＯ鎌倉ガイド協会への協力

・ＮＰＯ鎌倉ガイド協会との連携を図り、協会行事の広報掲載など、情報提供に関する協力を行った。

運営

・ＪＲ鎌倉駅東口の観光総合案内所を観光協会に委託して運営し、情報提供に努めた。
利用件数：２１７，２１８件

・ユニバーサルデザイン（ローマ字併記）の街区表示板を設置
（腰越一丁目から三丁目　８５街区１９８枚）

防災行政用無線の増設・県防災行政通信網整備への参加

・防災行政用無線子局2基の増設（3月　子局数137局）
・県防災行政通信網の運用（継続）
・移動系（ＭＣＡ)無線の運用（継続）
・全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥRT）の運用（継続）
・「防災のてびき」更新（3月）

・備蓄食糧の整備（アルファ米）　（3月）

推進

・市内の自治・町内会等が設置及び維持管理している防犯灯に要する経費に対して補助金を交付した。

・防犯灯維持費補助金（16,592灯）　　　　　61,351千円（1月）
・防犯灯設置費・改造費補助金（839灯）　   7,246千円（3月）

22年度
街区表示板

防犯に配慮した公共施設等の創出

道路整備課

観光ルート板・名所掲示板等

・観光ルート板の新設（3月）新設２本

防災拠点の整備

実施事業

災害情報伝達体制の充実

北鎌倉観光案内所等複合施設の整
備

観光ボランティアの育成支援

備蓄食糧・資機材の整備

住居表示街区表示板ユニバーサル
デザイン化事業

湘南町屋駅・深沢駅周辺整備

・バリアフリー化実施に向け、実施可能な路線の調査

観光案内標識等の整備充実

観光案内所の運営

あんしん歩行エリアの整備

外国語観光パンフレットの発行

電線類の地中化

道路の拡幅・改良

英語・フランス語・中国語・ハングル・スペイン語のパンフ増刷・配布

・英語、フランス語、ハングル、スペイン語、中国語のマップを外国人観光客等に配布した。

移動円滑化基本構想に基づく道路整
備
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イ）安全で快適にまち歩きできるようにしよう

実施主体

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

街区表示板

・鎌倉駅周辺等の観光地におけるユニバーサルデザイン（ローマ字併記）の街区表示板設置事業は終了
したが、引き続き、それ以外の地区の古くなった街区表示板の更新を行った。（腰越四、五、大船一丁目
173枚）

防災行政用無線の増設・県防災行政通信網整備への参加

・東日本大震災を受けて、防災行政用無線子局６基の増設を行った。
・県防災行政通信網、移動系（MCA)無線の運用、全国瞬時警報システムの運用。
・防災行政用無線戸別受信機の試行運用。

備蓄食糧・資機材の整備

観光案内所の運営

観光ルート板・名所掲示板等

・観光ルート板2ヶ所（常楽寺・玉縄城跡周辺）の改修を行い、既存ルート板すべてを多言語化した。ま
た、1ヶ所（小動神社）の名所掲示板の改修を行った。

英語・フランス語・中国語・ハングル・スペイン語のパンフ増刷・配布

・英語、フランス語、ハングル、スペイン語、中国語のマップを外国人観光客等に配布した。

整備手法の検討

・施設建設に向けて調査検討を行った。（4月～3月）

ＮＰＯ鎌倉ガイド協会への協力

・NPO鎌倉ガイド協会との連携を図り、協会行事の広報掲載など、情報提供に関する協力を行った。

運営

・JR鎌倉駅東口の観光総合案内所を観光協会に委託して運営し、情報提供に努めた。利用件数：
207,377件

鎌倉駅周辺整備・大船駅周辺整備

・鎌倉駅周辺地区（鎌工会館ビル前～寿福寺前）において、歩行空間整備（薄層カラー舗装）を行った。

支障物件移設・工事

・小町通り電線類地中化事業実施（平成２３年１０月～平成２４年３月）
・支障物件（電気、ガス、水道）移設補償

今小路・小町大路・浸水対策関連整備

・大規模住宅地内の道路及び生活道路について舗装状態調査を実施

湘南町屋駅・深沢駅周辺整備

・調査・検討

あんしん歩行エリアの整備

電線類の地中化

道路の拡幅・改良

市民課

総合防災課

実施事業

市民安全課

・災害用毛布・備蓄食料・飲料水の整備。
・第二中学校備蓄倉庫・資機材の整備。

推進

市内の自治・町内会等が設置及び維持管理している防犯灯に要する経費に対して補助金を交付した。

・防犯灯維持費補助金（16,622灯）　　　　　66,650千円（1月）
・防犯灯設置費・改造費補助金（935灯）　   7,896千円（3月）

23年度

観光商工課

道路課

観光案内標識等の整備充実

外国語観光パンフレットの発行

北鎌倉観光案内所等複合施設の整備

住居表示街区表示板ユニバーサルデザ
イン化事業

災害情報伝達体制の充実

防災拠点の整備

防犯に配慮した公共施設等の創出

移動円滑化基本構想に基づく道路整備

観光ボランティアの育成支援
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ウ）清潔できれいなまちにしよう
実施主体

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

エ）市民、観光客双方に快適な交通環境を実現しよう
実施主体

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績
・鎌倉駅西口周辺整備庁内調整会議駅前広場等整備部会開催（7月）
・関係権利者との協議・調整、事業者ヒアリングなどの実施（～3月）

・平成21年度に行われた交通社会実験の結果を取り纏め、鎌倉市交通政策研究会の専門部会である
「今小路通り歩行者尊重道路専門部会」をH22年7、8月に開催し、H22年10月8日に市長へ提言を行っ
た。

今小路通り歩行者尊重道路専門部会の設置・計画策定

・平成21年度に行われた交通社会実験の結果を取り纏め、鎌倉市交通政策研究会の専門部会である
「今小路通り歩行者尊重道路専門部会」をH22年7、8月に開催し、H22年10月8日に市長へ提言を行っ
た。

鎌倉山周辺地域の地元・警察等協議、整備

・交通実験結果を踏まえ、速度抑制のための狭窄を設置

事業推進調査

拠点回収ごみ箱の設置と分別収集

・観光客が集中する鎌倉駅東口・西口、由比ヶ浜海岸石碑広場、大船駅東口、西口、北鎌倉駅東側・西
側の7箇所に分別式ごみ容器を設置し、散乱ごみ対策の充実を図った。

パトロールの実施

・２箇月に１度、県と合同による不法投棄パトロールをはじめ、夏季の夜間パトロールを実施するととも
に、現場調査の際に随時パトロールを実施し、不法投棄や落書きのないまちの実現に向けた対策を実施
した。

22年度

鎌倉市交通政策研究会の運営・歩行・居住環境向上策の検討

鎌倉駅西口周辺地区の整備

観光課

資源循環課

環境保全課

交通政策課

鎌倉深沢地域整備
課

実施事業

落書き防止・ごみの不法投棄の監視

鎌倉地域への自動車交通の抑制

・大仏、天園、祇園山のハイキングコースについて、年７回の定期清掃と安全確認を行った。
・市民との協働事業として、ハイキングコースのパトロール事業を行った。

・寿福寺公衆トイレの建替え改修（7月～3月）
・天園公衆トイレの改修（12月～2月）

清掃

・クリーンアップ鎌倉市内一斉清掃を行った。
　春（海の部）1,164人、春（まち・山の部）456人
　秋（海の部）966人、秋（まち・山の部）394人参加
・まち美化クリーンデーの開催。118自治会町内会が参加

22年度

全市一斉清掃の実施

協力要請

まち美化キャンペーンの実施　路上禁煙指導の実施

・落書きのないまちづくり協働事業を実施、市民活動団体と協働で落書きの発見と消去を行なった。ま
た、収集した落書き情報を地元の自治会・町内会に提供し注意を喚起した。(毎月随時)
・散乱のない美しいまちを目指し自治会・町内会等とまち美化統一クリーンデーを中心にまち美化活動に
取り組んだ。

・由比ガ浜地区に賃貸借方式による「由比ガ浜大通り公衆トイレ」を引き続き実施した。

調査･検討・啓発

・観光パンフレット等の配布物への「ごみの持ち帰り」の記載や、花火大会等のイベントの際「ごみの持ち
帰り」の呼びかけを行った。
・市のホームページ内に「滞在者（観光客）の皆様へ」というページを作成し、観光客の「ごみの持ち帰り」
などの啓発を行った。

実施事業

公衆トイレの整備

ハイキングコースの清掃・維持管理

公衆トイレの整備

商店等のトイレ一般利用の協力要請

観光ごみに対する３R推進

まち美化の呼びかけ充実

まち美化統一クリーンデーの推進

散乱ごみの拠点回収・分別収集
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ウ）清潔できれいなまちにしよう
実施主体

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

エ）市民、観光客双方に快適な交通環境を実現しよう
実施主体

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

・鶴岡八幡宮休憩所内公衆トイレの改修（9月～12月）

協力要請

・由比ガ浜地区に賃貸借方式による「由比ガ浜大通り公衆トイレ」を引き続き実施した。

清掃

まち美化キャンペーンの実施　路上禁煙指導の実施

・落書きのないまちづくり協働事業を実施し、協働団体から得た落書き情報を自治会・町内会に提供し
た。
・市民活動団体と協働して市内の落書きの消去に努めた。

全市一斉清掃の実施

・クリーンアップ鎌倉市内一斉清掃を行った。
　春（海の部）886人、春（まち・山の部）雨天中止
　秋（海の部）1319人、秋（まち・山の部）413人参加
・まち美化クリーンデーの開催。113自治会町内会が参加

23年度

公衆トイレの整備

ハイキングコースの清掃・維持管理
・大仏、天園、祇園山のハイキングコースについて、年8回の定期清掃と安全確認を行った。
・鎌倉風致保存会との協働事業として、ハイキングコースのパトロール事業を行った。

調査･検討・啓発

23年度

鎌倉市交通政策研究会の運営・歩行・居住環境向上策の検討

観光客が集中する鎌倉駅東口・西口、由比ヶ浜海岸石碑広場、大船駅東口、西口、北鎌倉駅東側・西側
の7箇所に分別式ごみ容器を設置し、散乱ごみ対策の充実を図った。

★シンポジウム「どうする！休日の鎌倉の交通渋滞」や２回のワークショップを開催し、市民の方々の交
通渋滞に対する意見等を把握した。
平成24年度に、これまでの交通需要マネジメント施策の見直しも含め、鎌倉地域の地区交通計画の検討
を行うことを目的とする「鎌倉市交通計画検討委員会」を設立することから、平成23年度末で、鎌倉市交
通政策研究会を廃止した。

今小路通り歩行者尊重道路専門部会の設置・計画策定

実施事業

パトロールの実施

２箇月に１度、県と合同による不法投棄パトロールをはじめ、夏季の夜間パトロールを実施するとともに、
現場調査の際に随時パトロールを実施し、不法投棄や落書きのないまちの実現に向けた対策を実施し
た。

公衆トイレの整備

鎌倉地域への自動車交通の抑制

・観光パンフレット等の配布物への「ごみの持ち帰り」の記載や、イベントの際「ごみの持ち帰り」の呼びか
けを行った。
・市のホームページ内に「滞在者（観光客）の皆様へ」というページを作成し、観光客の「ごみの持ち帰り」
などの啓発を行った。

拠点回収ごみ箱の設置と分別収集

平成22年10月8日の市長への提言をもって活動を休止し、平成23年度末の鎌倉市交通政策研究会の廃
止に伴い、その専門部会である今小路通り歩行者尊重道路専門部会も廃止した。

鎌倉山周辺地域の地元・警察等協議、整備

平成22年度に狭窄を設置したことから、経過を観察した。

事業推進調査

｢鎌倉駅西口周辺地区整備計画等策定業務(平成23年7月～平成24年3月)｣を実施し、駅前広場整備や
建物共同化に向けた検討や、関係権利者及び関係機関等との協議等を行った。

観光商工課

資源循環課

環境保全課

落書き防止・ごみの不法投棄の監視

実施事業

交通計画課

再開発課鎌倉駅西口周辺地区の整備

観光ごみに対する３R推進

まち美化の呼びかけ充実

まち美化統一クリーンデーの推進

散乱ごみの拠点回収・分別収集

商店等のトイレ一般利用の協力要請

57


